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論 文 内 容 の 要 旨

家畜精子を凍結保存する場合, 凍結精子作製時の冷却速度が精子の生存性に著しく影響する｡ 著者は午

精子を材料とし, ドライアイスと液体窒素蒸気を使用することにより各種の凍結速度を設定し, 凍結速度

が精子にいかなる影響をおよぼすか, また精子に対する凍害を最小限にくいとめるための最適の冷却速度

はどの程度であるかなどをみい出すための 実験を行なっている｡ えられた主なる結果は つぎの通りで あ

る｡

精子の生存率, 呼吸能, 解糖能は いずれも凍結処理によって低下する｡ 精子中の主な陽イオンである

NaとCaは凍結によって増加し, 逆に Kと Mgは減少する｡ また精子中の脂質, ことに総脂質, リン

脂質, 総コレステロールおよびプラズマロジェンはいずれも減少する｡ さらに精子の碕形率は凍結によっ

て増加する｡ 凍結操作によってこれらの性状の変化する度合は, 精子に対する悪影響, すなわち凍害の度

合を示すものであるが, その程度は凍結速度によって異なる｡

+4oCから-10oC に至る温度域では, 冷却速度の緩慢なほど影響が少なく, 毎分400oCおよび600oC

のような急速冷却では影響がかなりあらわれる｡ -10oCから-30oCに至る温度域では, 冷却速度の影響

がもっとも強くあらわれ, ことに冷却速度が毎分 loC以下の緩慢冷却で, 凍害の程度がもっとも顕著で

ある｡ しかし毎分10oC および40oCの冷却速度ではこの悪影響がもっとも少ない0 -30oCから-79oCに

至る温度域でも, 毎分 loC以下の緩慢冷却でかなり影響をうける｡しかしその程度は上記の-10oC から

-30oCに至る温度域ほどでない｡ -79oCから-196oCに至る温度域では冷却速贋の影響はほとんどみら

れない｡

著者は結論として, 凍結精子作製の最適冷却速度として, +4oCから-80oCまで下げる所要時間を3

･-5分としている｡

以上の実験のほか, 予備実験として過冷却現象と精子の生存性および呼吸能との関係, 冷却速度と希釈

精液の氷晶形成との関係などについても実験を行なっている｡
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

家畜の精子は, -75oC以下の超低温に凍結することにより, 生存性をきわめて 長時間にわたり保持す

ることができる｡ 凍結精子の生存性は, 各種の条件によって支配され, ことに凍結速度によって著しく影

響をうける｡ 著者は牛精子を用い, 凍結速度と精子の生存性との関係を明らかにするとともに, さらに進

んで凍結精液作製の場合の最適の冷却速度をうることを目的として, 多くの実験を行なっている｡ その結

果, 凍結処理によって, 精子の生存率や呼吸能および解糖能が低下すること, 精子中の陽イオン含量が変

動し, Naと Caが増加し, Kと Mgが減少すること, 精子の脂質量, ことに総脂質, リン脂質, 総コ

レステロール, プラズマロジェンなどが低下すること, 精子の崎形率が増加することなどを明らかにし,

また これらの性状の変化の度合, つまり凍害の程度は温度域と凍結の速度とによって 異なることを確か

めている｡ すなわち- 10oCから-30oCに至る問の温度域が他の温度域に比べもっとも大きく影響するこ

と, およびこの温度域を毎分 loC以下の緩慢冷却および 毎分 600oCの超急速冷却の場合に凍害の程度が

著しくあらわれ, 毎分10oCおよび40oCの速度で冷却することによって凍害を最小限にくいとめうること

をみいだしている｡

以上の実験結果のほか, 精液の凍結過程における過冷却現象と精子の生存および代謝能との関係, 冷却

速度と精液の氷晶形成との関係などについても実験を行なって, いくつかの新しい知見をえている｡

以上のように, 本論文は家畜生理学, 家畜繁殖学ならびに人工授精技術の開発に寄与するところがきわ

めて大きい｡

よって, 本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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